
島の民俗信仰Kついて

房. 嘉 。一小 克

「玉勝間Jの一節に、 「調のみにもあらず、よろ・づのしわざにも、か

たいなかには、いにしへざまの、みやびたることの、のこれるたぐひ多しj と

田舎に伝承する言語や風習に、 jE~ffi な古代要素を認め、さらに「ことにいなか

には、ふるくおもしろことおほし、すべてか、るたぐいの事をも、国々のよう

をー海づら山がくれの黒々まで、あまねく尋ね聞あつめて、物にもしるしおか

まほしきわざなり。 jと、海浜山間の村々を訪ね歩いて、記録しておくべきだ

と述べてあるが、今回のわれわれの学術調査は、沖縄の古い姿を残し民俗学の

宝庫と云われている伊平鹿島を 8日間にわたって採訪、その時の調査記録によ

って、種々の民俗で問題となるべき事項は数多くあったが、ここでは次の諸項

について記述することにする。

(1)神社信仰

(2) 豊年祈願

(3) 悪風返しの獅子(シーサー〕

(4) 野甫島の雨乞祈願

( 5 ) 無蔵水の伝説における震魂寄せ(マプイユシ〕

(1) 神社信仰

伊平屋島には、各部落(各字)ごとに神社があり、国名神社(田名区

〕 ・前泊神社(前泊区)・大隈神社(我喜屋区) ・島尻神社(島尻区)・弁之

神社(野甫区)と5つの神社で、城間喜平氏の説明によれば、 i1952年(昭和27
年)田名神社・ 1949年(昭和24年)前泊神社・ 1936年〈昭和11年)大隈神社・

1940年(昭和15年)島民神社・ 1949年(昭和24年)弁之神社と、各字の拝所・

火神所の神を統合して合間して、鉄筋コンクリートの御宮を建て崇拝するよう

になりそこを任意的に神社と呼ぶようになった。」との事で、古い信仰形態を改

めて文明的信仰形態への推移と考えられる。伊平屋高の信仰は昔から宗教の信

仰はなく、拝所の神を崇めるという御獄信仰である。島で最も古い部落は、回
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名区・我喜屋区・野甫区の3ケ字で、古代の信仰形態を留めていると考えられ

るので、主に、田名区の回名神社(図版Ilのめ・野甫区の弁之神社(図版11
のめを中心として調査をした。

。回名神社

ウツカ御獄の麗にあって、その右側に約20メート Jレ離れて、御宮の司として

「ノロ殿内J (図版v:mのめがあり聖地とされている。

田名部落は古代においては、大田名村・久里村・ガヂナ村の三つの部落から

なり、時代は明らかでないが内久里村は流行病のため住民は死亡し、ガヂナ

村は潮害に悩まされて大田名村に移住して、現在の回名区が大田名村となっ

ており、その信仰形態も古く拝所が、ウツカ御毅・.マジヤ御獄・グスク御獄

.ミサチ御獄の4カ所で、大田名村・久里村・ガヂナ村にそれぞれ1名づっの

祝女神が配置され、その担当も下記のごとくなっていた。

ウツカ御獄ーイヘヤ祝女神一大田名村

マジヤ御獄ーテ ン祝女神一久里村

グスク御毅¥
アサト祝女神ーガヂナ村

ミサチ御獄/

神人としては、イヘヤ祝女神・テン祝女神・アサト祝女神のほかに、 17名の

女の神々がおり、その神の名はハミシ神・ナダシノ神・オーシド神・ユムイ

神・ユトイ神・イシド神・ニLチ神・ナミノセークラ神・ヒドノトイマシ神・

ヒドノシヌイ神・ノダキトイマシ神・トダキトイマシ神・ボタン神・ハラタ

キノオ神・トダキメークル神・メーノオクラノ神・フダキトイマシ神で、こ

の20名をハンズナと称し、男神は、田名比屋・世主比屋2名である。

女 神の使者一一一サネモ

男神の使者一一一一アサギヌサー

祝女神 (3名〉一一一ー根神/女神(17名)一女神の使者(サネモ〉
¥男神 (2名〉一男神の使者(アサギヌサー)

祭砲の場合の席順は上記のとおりなるのである。

継承について、祝女神はその一族における世襲終身の神職で、各女神は子孫

が世襲し、.男神は3ヶ年交替の選出神となっている。前述せるごとく、 3部落

が合併して大田名村(現在の国名区)になってからは、テン祝女神とアサト

視女神とは継承されず子孫は栄えているが、東ガジナ原の「石下墓J (図版

IVのa)に葬られ部落神として崇拝されている。

「石下基」は田名区の東方海岸(俗君、東ガジナ原)の洞窟で田名部落の共同

墓地で、元農業組合長新垣平徳氏(61才)は、 「百年程前からの基で原始的な
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風葬だJと諮っておられた。

1952年(昭和27年)各御獄の拝所・火神所を廃して、田名神社と称してから

全男神・女神は廃止され、ウツカ御獄の拝所すなわち田名神社は、イヘ+祝

女神によって祭杷を司っている。

現在のイヘヤ祝女神は第3代田伊礼カマドさん (59才)である。

O 祝女神は国吉家の血筋で世襲されている。

第 1代国吉カメ

第 2代 仲里カマド

第 3代 伊礼カマド(昭和19年より〉

第 4代 国吉正八氏の3人の娘より選ぶ

これを系図で示ずと、

t長女〉
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i一 末吉 某

l -娘慌女〉
t長男)

一国吉正八一!ー娘(次女)

↓-~良<三女)_
第r代

O死亡した場合は国吉家の血筋をひいた女子から2・3名の候補者を挙げ、部

落の主だった人立合いで I7・5・3のみくじ」によって後継者を決定する

O継承のしるしとなる曲玉は、第 2次大戦において粉失し、衣裳のみが保管

されている。

0神社のそばにある「ノロ殿内」は、約5-6坪の瓦葺で起居出来るように建

造されているが、伊礼さんは生活の場は部落内の住宅で営み、朝、晩2固

と神行事の場合に御宮の司としての責務を果しているとのことである。

@弁之神社

ヤマヌクワ御獄(弁之御獄)の箆にあって、聖地とされ、拝所はヤマヌクワ

御獄(弁之御獄)・テJレチヤマ御獄・ウフヤマ御獄の 3ケ所で、そこを担当

する神人は下記のとおりである。

(長男〉

一国吉
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ウフヤマ御獄(大山御獄)一一一一一一祝女神

テルチヤマ御獄 ウツチ神

ヤマヌタワ御毅(弁之御獄)一一一一一ニジチ神

根神と称してウツチ神(提神)・ニジチ神・ユラミチ神の女神・さらに男神と

して、ノフヌシー〈野甫主)・ノフンチ(野甫提〉・ 7'"<'イである。

祝女神(1名〉ー根神一

tウツチ神

女神:-:-:-~ニジチ神
(3名)f“・、ユラミチ神

，ノフヌシー

男神一一{ノフンチ

(3名〉【アマイ

1949年(昭和24年)12月に、各拝所の神々を合租し、根神と称する男神・女

村lを廃して、ウフヤマ御棋を弁之神社と称するようになって、現在では祝女

神1人だけによって祭把を司っている。

祝女神は第S代田西銘豊子さん (45才--6才)である。

O伊是名の銘苅家の血筋によって世襲されている。

第 1代伊礼 某

第 2代泉 ミト

錦3代西銘豊子

。第3代目の西銘豊子さんは、現在那覇に居住しておJ)、神行事のあるたび

に帰島して祭把を司っている。

。継承される曲玉(図版1Xのa)は、第二次大戦中も紛失することなく、

西銘豊子さんによって保管されている。

伊平屋島における視女神の配置は歴史が古く、民俗学辞典 (P.641)によると

口477年尚真王の中央集権に伴い神道にも改革の手が加えられ組織化されるよ

うになり、王府の辞令によって神宮として公認され発令されるとともに職回・

曲玉を拝領して公儀の祝女と称されるようになった。」とあるが、伊平屋、伊

是名島は玉の発祥地として、尚円玉即位以後は、王朝の直轄地で御持島となり

尚円王時代(1470年代〕に配置されているとのことである。祝女の職回(ヌーJレ

地)も地割制によってわりあてられ、 (現在一田名区600坪・野甫区200坪とな

っている〉明治4年-(18日年)の廃藩置県によって沖縄県となり、土地は日本

政府の宣轄となり、明治32年 (1899年)沖縄県土地整理法が公布され、その法

令によって整理を施行し、明治36年(1903年)に土地所有権が認められ、祝女
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は社禄として田名200円・野帯100円の国積券を下附されるとともに土地まで所

有が認められた。村教育委員末吉常吉氏は「戦前まで俸禄と称して、視女の職

にあるものに、田名区5円・野市区2円50銭が那覇市の百四十七銀行を通じて交

付され、その時の領収書が村役所に保管されている。」と説明された。

(2) 豊年祈願

旧暦8月11日から15日までに行われる豊年祈願の行事は、沖縄本島各

地にも見られるが、こ、伊平屋島における豊年祈願の行事についての起躍は、

「年代はよく判明しないけれども往古餓鐘が続いて一般農民は意気消洗して、，

子供の身売りまでに至ったので、時の下治役仲本と云う人は大いに之を慮って

娯楽を与えて増産に活動せしむべく各部落に棒・白太鼓踊りを挙行し始めた。」

〈伊平農村i誌P.56)と説明されており豊年の祈願をこめてこの行事が催うされた

のである。これを各字別にみると下記のようになっている。

田名区

前泊区

我喜屋区

島民区

野甫区

※獅子舞・白太鼓踊り

棒踊・ 琉球舞踊

棒踊・-琉球舞踊

棒踊・琉球舞踊

棒踊・ 琉球舞踊

田名区を除いて、前泊・我喜屋・島尻・野甫それぞれの区(字)は、殆んど似

通っているが、田名の白太鼓踊りも、島を離れて沖縄本島に生活する若い人が

多くて、伝語しようとしても伝請できず年々廃れていく傾向である。

※獅子舞について

獅子舞いは、日本内地はもちろん沖縄の祭りや部落行事には欠く事の出来な

いものである。 r現在の獅子舞は犬別して、一人立と二人立の 2種に分れ、

その分布の状態をみると、信州から箱根の関へ南北にひかれる線を境として、

東方は一人立、西方は二人立というかなり明白なドットマップが描かれる。J

といわれ沖縄の場合各地で見られる獅子舞は、三人立がほとんどである。

沖縄において獅子舞は、支那から伝来したものか、日本から伝来したものか

明らかではないが、支那から琉球に冊封使が渡来した頃多くの文化が支那か

ら伝来した時に輸入されたとも云われるが祥かでない。輸入文化とは考えら

れるが、これがやがては沖縄本島はじめ八重山その他の島々にも、そして首
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里王朝文化の中に、庶民の生活の中に広〈、深〈入り込み信仰の対象になっ

たと言えるのである。

われわれ調査団は、滞在期間中の r9月13日(旧暦8月15日)Jに我喜

屋区の豊年祈願の行事に招かれ社会指導主事仲村信宏氏の案内で金調査員見学

する機会を得たのである。

午後T時半、我喜屋区の中央にある公民鎗前の道路を区民総出で待つ中を、 「

イリフハJと称して部落の西の方から東の方へむかつて、錫を持った「※調帯(

みろく)J (図版V][のa)を先頭に長者に扮した人がお供につき、次に舞踊

衣裳に身を装うた男女が太鼓や三味線の伴奏で踊りながらにぎやかに登場して

くる。そして待っていた人たちも指笛を吹き鳴らしながら手拍子とって週える。

このパレードがすむと豊年祈願の集団舞踊、扇子踊が中心で活動的な踊りが青

年男女によってくりひろげられ、 「禰勅(みろく)Jは見ている老人たちの手

をとって一緒に踊ったりしながら、いったりきたりして愛矯をふりまくのであ

る。この集団舞踊が終ると爆竹を合図に威勢のいい掛声で、棒を片手に持った

青年10名が色彩豊かな鉢巻・棒・脚鮮という軽装な出で立ちで登場してくると

、この場の雰囲気は最高調に達し、「棒踊り」がエイヤアーの掛声勇しく、爆竹

を鳴らしながら2人1組になっての組棒(図版VllIのb)が始まり、いろいろと

「棒踊り」の妙技を披露して午後9時半頃終る。さらに公民館横の仮設の舞台

を中心として、老若男女子供まで全区民集まり御神酒を飲みながら「みろく代

」を祈願し、農耕について語り気象について論じ合い、舞台で演じられる数々

の舞踊を観賞しつ h、慰安の場ともなるのである。区長は「旧暦 8月15日のこ

の行事は、農耕を午前中で打切って全区民が参加するように呼びかけ、豊年の

祈願とともに慰安のための行事でもある」と、語ってくれた。

※粛鞍(みろく〕について

「漏動(みろく)Jとは、苦薩の1つで慈代ともいい釈迦入滅後56億T千万年

を経て出現し、衆生を導くという仏である。沖縄では昔から「粛勧」を豊年

の象徴として尊ぴ歌にも歌われており、池宮喜輝氏(元無形文化財保護専門

委員)は、 「この粥鞍は豊年の神として、尚真王以前(約400年以前)古く

から沖縄の人々に信仰されており、農村における旧暦 8月に行なわれる所調

村芝居や豊年祭等に登場してくる。この禰動はe支那から輸入されたものと思

われる。 Jと、説明されている。
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(3) 悪風返しの獅子(シーサー〉

国名区の入ロ 3方に獅子(シーサー)の像があって、区の人々は、 「

悪風返しの獅子J(アクフウゲーシヌシーサー〉と称している。沖縄においては

シーサーは「魔除け」の象徴とされて、屋根の上でよく見受けられ装飾という

よりも、疫病・悪霊・天災(台風・干パツ〕より守るという庶民信仰の 1つに

なっており、 「悪風返しjは「魔除けJの意に考えられる。一般的に、獅子の

姿勢・表情は多少異っており同一ではない。建てられた場所・地理的環境によ

って変化があり、それによって、口を大きく開いたもの・舌を出したもの、目

玉をむいてにらんだものと、種々異っている。田名区の獅子①(図版Eのa)

は二本の足をそろえた「正座の姿勢」で、ロを聞き目玉が突出たような表情で

、位需は見取図で示すとおり、部落を中心として①西向き・@南向き・@東向

きと三方をむl、ており、北向きだけがない。それはウツカ御獄の聖地が、北側

にあるので、その必要はなかったのであろう。



田名区に「悪風返しの獅子J (アクフウゲーシヌシーサー)の像が建てられた

原因としては、前にも述べたごとく、回名は古く大田名村・久里村・ガヂナ村

の三部落から組織されていたが久里村が疫病のために住民が滅亡し、また、ガ

ヂナ村は東海岸に面したところで、天災による潮害をたびたび蒙うり生活が出

来ず、大田名村に移住して生活を営み、その安住の地が現在の田名区になって

いる。祖先の人達が、疫病・天災に悩まされた歴史があり、それが故に、 「魔

除け」の信仰に基いて部落入口 3方に、獅子(シーサー)を配したものと考えら

れる。元村長城間喜平氏の語られたところによれば、「明治の初め頃伊平屋島tこ、

コレラが流行し島尻・我喜屋の部落では死亡者を多く出し、さらに前泊部落

まで蔓延し患者が続出したけれども、田名部落は獅子(シーサー)の守護で、

コレラの侵入を防ぎ患者が 1人も出なかった。 Jと言い伝えられているとのこ

とであり、!日暦の6月9日以内5日-7日の聞の日を、ー区，民がこの獅子(シーサ)

を拝むとのことである。

獅子について、口を聞いたものが雄・ロを閉じたものが雌と一般的に考えられ

沖縄での「魔除け」となる獅子(シーサー)は口を聞いた雄が多く見受けられ

る。沖縄各地に見られる獅子の像の中には※狛犬と思われるものもあるが、歴

史の上から支那からの影響が大きく、本来獅子を象ったものである。狛犬(高

露犬)だιいう感覚よりも獅子(唐獅子)という感覚の考察が大きい。

※狛犬(こまいね)について

神道における神社信仰においては、厳密には獅子・狛犬と称している。そして

その意b会

(1) 1""犬」とする説

火閑降命の故事、犬は門を守ること等。

(2) [鎮子Jとする説

簾鎮ー御帳台・凡帳などの動くのを防ぐためのもの、装飾となること

等。

(3) 1""魔除」又は「守護」とする説

悪霊や魔物を除き、それから守る等、となっている。

獅子・狛犬は、拝殿・楼門・島居の前面左右その他参道の左右の随所におか

れている。
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上記で示すとおり二種の動物を相対せしめたものと云われている。沖縄で戦

後作られたものは、獅子か狛犬か、識別することは困難であるが、すべて獅

子と考えてよい。この両者の区別は、

獅子一南方系からの伝来と云われており、支那から伝った「唐獅子Jと考-

えられる。

狛犬一北方系からの伝来と云われており、朝鮮から伝った「高麗犬」と考

えられる。

最近は獅子・狛犬を通して、単に「獅子」とも文は「狛犬」とも云っており

、口の開聞によって陰陽・雌雄の関係を示していると考えられ同一視されて

いる。

(4) 野甫島の雨乞祈願

野甫島は古くから水の不自由な島であり、雨乞のさかんな島であった。

地形的にも高い山が伊平匡島に較べてなく平坦な島であり、部落にウフマー

ガーと称する井戸があったが塩水が湧出し飲料水に使用できず、 1949年(昭和

24年)に政府の助成金によ勺て井戸を掘ったが、塩水が混入しており飲めず、

部落の人々は家屋の屋根を利用して、天水を貯えるタンク装置をなし、さらに

最近、高等弁務官資金によって、沖縄本島に見られない大きな貯水タンク(図版

VIのa遠景・ VIのb近景)が建造されている。このように野甫の部落は雨水

に依存している状態であり、盛夏早天の烈しい年には、畑の作物の枯死す前の

窮状に追い込まれ、人々は飲料水にも事欠くという状態がたびたびであったと

思われる。雨乞祈願を調査するために古老を訪ね歩いたが、祈願の歌は伝請さ

れていないのか、あるいは、もともとなかったのか採集できなかった。雨乞祈

願は、部落の人が祝女神を中心として集まり、御獄にて火をどんどん焚きなが

ら祈願し、さらに海岸に行って海水を浴びながら「水給れJ_(ミヂタボーレ)

「水給れ」と男も女もロの中で幾度も唱えながら祈願をするのであり、部落全

体で行われる共同祈願である。

侶



(5) 無蔵水の伝説における霊魂(マプイ)寄せ

伊平屋島の西海岸に、伊平屋中学校後方の虎頭岩(トラジユイシ〉に

似たような大岩石(図版Eのb右端・ Eのc近景)があって、その中腹の所に上

部の岩と岩との聞から流れ落ちる真水があり、その水がたまるように岩がくぼ

んでいる。(図版 Eのa)この水を「無蔵水」と言い、そしてこの岩石を「無蔵

水」と称し、聖地とされている。この「無蔵水」にまつわる伝説について伊平

屋村誌を見ると、

無蔵水の伝説(後年無蔵水と唱う)

世間名村に一家を構えた若い夫妻が居て、その夫が或年の夏小舟から田名岬

の沖へ釣に出たが、風波のため吹き流され2、3年間行方不明となったので世

間の人々は、その夫は溺死したものとしその妻は器量がよく周囲から縁談が

申し込まれ親までも再婚をすすめる事になったが、自分は夫 1人で彼が帰る

のを待つ計りと周囲や親の意向にも応ぜず、密かに夫が出かけた沖の見える

無蔵水の岩の上にある水を便りに、そこで機織をしてカシをかける時、

「里があかえず羽みすすらんともて

今日のよかる日にかしよかけら」

と歌った様であるが、その後夫は遠い国に漂着し便を見計って帰るとの音信

が伝へて来たので妻は萄:び、又遠い国と伝えたので

「しんねくりふねのいきゆるとかいやれば

今日はL、ぢ拝で明日やちゆすが」

と歌いかく待っている内に夫は元気で帰り、夫婦相励み家を輿し、立身出世

をしたとのことであるが、その後の人が彼の妻の貞操を讃え、女子の戒めと

して

「大田名のくしに無蔵水のあゅん

夫ふゆるあんぐわあれにあみし!

との歌がある。

と以上のように記されている。われわれが「無蔵水」を調査した時には水は一

滴もなく、程遠くないところに夫を待ちつつ生活をしていたという洞窟(図版

Eの c)を見た。この洞腐は、東海岸の寵穴(ヲマヤ〉に通じていたと云われ

る洞窟で、さほど大きい洞窟ではなく西寵屋(イリクマヤー〉と称している。

元農業組合長新垣平徳氏 (61才〕によると、幼少の頃は「ンジヤ水J (にがし玉

水)と言っていたが、 40年前に字によって表出されから「ンソツ1Uと美称され

るようになったと語られた。 Iンジ.ヤ7j(Jと言われたのも、その位置が西海岸

44 



の大岩石の中腹にあって、真水でも風や波によって海水の飛沫が入りこんでに

がくなるので、そう言われた理由があると思う。

この伝説は、貞節な石女性の鑑として、また婦女子に対する戒めの内容を持ち

さらに霊魂寄せ(マブイユシ〉の信仰に支えられている。

行方不明になった夫を、昼は海の見える岩の上(無蔵水)で、夜は洞窟(西能

屋)で寝泊りして、いつ帰るとも知らない夫を待ちながら

「取があかL、ず羽ぬ{d1J衣すらんともて

今日の付aかる日にかしよかけらー|

歌意ーわが愛する夫のために:¥'/:i尽な狛!衣をつくろうと思って、今日の使い日に

カシをかけよう。

「わが手g!しちゃるななゆみとはてん

思があかいず羽ね御衣ゆしら」

歌意ー自分の手で(ヂーパタ)何回も何回もくりかえしてわが愛する夫のため

に立派な御衣をつくろう。

と歌を詠んで、岩上で流れ落ちる真水を利用して、心の中で夫の無事を祈りつつ

ヂーノイタ(織機を使うのでなく、手と両足を使って織るという方法)で御衣

をつくっているのである。待ち焦れている妻が御衣をつくるということは、生死

不明のまた遠隔の地にいるであろう、夫の霊魂(マプイ)を御衣をつくり、そ

れを媒介物として招き寄せるという信仰に基づくものである。

「マブイ」とは、民俗学辞典 (P.544 )によると「沖縄で人体に宿っている霊

魂、マブリ・ 7 ブヤーともいう。死者に死マブイ、生者に生マプイがあり、とも

に人畜に危害を加えることはない0・ 7 ブイは時たま遊離する事がある。」と述

べてあり、日本におL 、て、特に奈良時代以降の作品にも、生霊(~、きりょう)

・死誌(しりょう)と称して、霊魂は肉体から遊離して活動するものと信じら

れ、源氏物必・十訓抄・源平盛衰記などにも多く見られ、 「生霊・死霊軽から

ず、おどろおどろしくぞ聞えける」と記されている。 iマブイ」は遊離するも

ので、沖縄では、 「マブイグミ」という行事もあり、さらに「マプイユシ」と

云って生マブイでも死マプイでも、ある物(例えば御衣・手サジ・写真とか〉

を媒介して「マブイ」を飽き寄せることが出来、又マブイがその物に宿ってい

るという考え方に恨強く支配されているのである。沖縄の人々のみに限らず、

日本の古代人の生活の中にも見受けられる。例えば

九月十日 菅原道真

去年今夜侍清涼 去年の今夜清涼に待す

秋思詩篇独断腸 秋思の詩篇独り腸を断つ
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恩賜御衣今在此 恩賜の御衣今ここにあり

捧持毎日拝飴香 捧持して毎日除香を拝す。

これは最も有名な詩で、大宰府流諦以後の作でその率直な真情流露が人を打

つものがあるといわれているが、第三句と第四勾から「マプイユシ」の考え方

が強く感じられ、また 源氏物語(帯木の巻)に、

「心やましきままに恩ひ侍りしに、着るべき物、常よりも、心留めたる色あー

ひ、しざまいとあらまほしくして、さすがに、われ見捨ててむ後をさへな

む、思ひやり、後見たりし。 J
平安時代は、一夫多妻の夫婦別居の婚制であり、夫は通うもの妻は家で待つも

のとされ、たとえ夫は来なくても、着るべき物などきちんと整えながら夫の来

るのを待った時代であり、限りない夫への思慕と「マプイユシ」の信仰を心の

支えとして、家を守っていたのである。沖縄の女性(日本の女性も含む)が、

貞操観念が強く忍従の精神に富んでいる貞節な女性と賞される原因の一因とし

て、生霊(生マプイ)・死霊(死マプイ)は御衣とか手サジとか(近代では特

に写真〉には宿るものと信じ、またそれらを媒介して招き寄せることができ、

自分を守護してくれるという信仰によって支えられてきたからでもある。田名

区の古老は、御衣は肉体を包み、さらに肉体に宿る霊魂(マプイ)を包み隠く

すものであり、漁掛や旅立ちの場合は、必ずしも御衣とは限らないが、愛用

の身廻りの品を大事に取扱い保管するということであり、写真に対す

る感覚も現代の感覚と違い婦らしてくれなかった。現在われわれ

の日常生活の中に意識されないけれども、無意識のうちに浸透し

ていっていると、 「霊魂寄せJ(マプイユシ)について新垣平徳氏 (61才)

は語られた。

以上の 5つの事項についてのみ論述してきたが、

「天美子の御神天降りみしゃうち

つくる島ぐにや世世にさかる」

と長伊平屋節にあるが、この歌のとおり伊平屋島を採訪し、風光の未だ塵挨に

汚されない聖地ともいうべき処が島の周辺及び島内の山間にあり、日々の生活

に何かたよらずにはいられなかった積年の経験から今なお神を信ずることまこ

とに厚〈、島びとは生来純真であり、魂をゆり動かすだけの神都性がひそみ沖

縄の古い姿を残している島であると痛感せずにはいられない。いま私の採訪せ

し記録より紗出し論じであるが、伊平屋島の民俗調査もごく一部であり完全と

はいえない初歩の段階であり、さらに深く研究を進めて行かなければならない

と思っている。
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猶「念仏歌謡」に関する研究調査については、本誌次号〈第四巻1.2号〉に発

表するつもりである。
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